










本号か ら 「低温 センターだ より」の編集 を、お手伝 いさせ ていただ くことにな りました。
よろ しくお願い します。 日頃、寒剤使用等で低温セ ンターには、大変お世話 になってい ま
す。 「低温セ ンターだよ り」 の編集 を通 じて、少 しで も恩返 し(罪滅 ぼ し?)が 出来れば
と思い ます。
私事 で恐縮 ですが、大学4年生で低温物理 の研 究室 に配属 にな り(今 か らン?十 年前)、
当然、寒剤 の扱 いす ら分か らず、怖 い大学院の先輩 に 「ヘ リウムの一滴 は、血 の一滴」と、
低温閑 係 の技術 を厳 しく教育 されま した。そ の当時、配属先 の研究室で定期購読 していた
「低温 セ ンターだよ り」 を、いつ も楽 しみに していたこ とを思い出 します。特 に、実際の
実験現場 で生 まれた工夫や、アイデ ィアが書いてあった技術 ノー トの記事 は、楽 しく読 ま
せ て もらい、 また、 自分の実験 にも大いに参考にさせ て もらいました。
現在 は、寒剤 のユーザー も低温物理 を専門 にしている人 に限 らず、ユーザーの(専 門分
野の)拡 大 に伴 い、 ます ます寒剤 の安定供給の重要性が、増 しているように思います。
「低温 セ ンターだよ り」の記事 も、毎号様 々な分野のユーザーの方々の記事が掲載 され、
一読者 として楽 しませ てもらってい ます。本号では、ナノス ピン トロニクスYそ れ を支 え
る観測技術、強磁性形状記憶合金 と、磁性分野の最先端 の興味深い話題が掲載 されていま
す。 いかがだったで しょうか。今後 も、「阪大 オリジナル」 な 「最先端 を分か りやす く」
を心 がけて編集のお手伝 いをさせていただ こうか と思い ます。(谷 口年史)
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表紙 説明:磁 気力顕微鏡 による磁壁の観測結 果 とマ イクロマグネテ ィス クシ ミュ レーシ ョンとの
比較(本 文p.4参照)
